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平
成
二
十
三
年 

第
七
回 

青
森
市
教
育
委
員
会
定
例
会 

会
議
録 

 

一 
開
会
日
時 

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
八
日
（
木
）
午
後
三
時 

 

二 

閉
会
日
時 
平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
八
日
（
木
）
午
後
三
時
三
十
二
分 

 

三 

会
議
開
催
の
場
所 
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
五
階 

大
研
修
室 

 

四 

出
席
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

栁 

谷 

章 

二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鎌 

田 

愼 

也 

西 

村 

惠
美
子 

平 

出 

道 

雄 

土 

田 

美 

貴 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月 

永 

良 

彦 

 

五 

欠
席
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

な 
 
 
 
 

し 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

六 

事
務
局
出
席
職
員 

        

 

教
育
部
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
野
寺 

 
 

晃 

理
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

板 

垣 
 
 

肇 

教
育
次
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

金 

澤 
 
 

保 

教
育
次
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

成 

田 

一
二
三 

浪
岡
教
育
事
務
所
長 

 
 
 
 

和 

田 

比
呂
志 

参
事
社
会
教
育
課
長
事
務
取
扱 
舘 
田 

一 

弥 

学
習
環
境
調
整
監 

 
 
 
 
 

塩 
崎 

章 

悦 

総
務
課
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

岸 

田 
耕 

司 

 

 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長 

 
 

加 

藤 

文 

男 

中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
館
長 

  

齋 

藤 
 
 

実 

文
化
財
課
主
幹 

 
 
 
 
  

川 

村 

範 

規 

市
民
図
書
館
長 

 
 
 
 
 
 

今 
 
 

牧 

彦 

学
務
課
長 

 
 
 
 
  
 
 

山 

谷 

尚 

史 

学
校
給
食
課
長 

 
 
 
 
 
 

本 

間 

昭 

彦 

指
導
課
長 

 
 
 
 
  
 
 

伴 
 
 

孝 

文 

浪
岡
教
育
事
務
所
教
育
課
長 

 

鳴 

海 

雄 

大 
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七 
会
議
に
付
議
さ
れ
た
案
件 
（
一
）
議 

事 

議
案
第
二
十
七
号 

平
成
二
十
四
年
度
使
用
中
学
校
用
教
科
用
図
書
の
採
択
に
つ
い
て 

 

（
二
）
報 
告 
（
一
） 

平
成
二
十
三
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
の
開
催
に
つ
い
て 
（
二
） 

市
内
中
学
生
が
逮
捕
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て 

（
三
） 
市
内
小
学
校
に
お
け
る
盗
難
事
件
に
つ
い
て 

（
四
） 

市
民
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
業
務
に
お
け
る
不
適
切
な
支
出
に
つ
い
て 

（
五
） 

自
然
体
験
交
流
施
設
（
旧
県
青
年
の
家
）
に
係
る
あ
お
も
り
市
民
１
０
０
人
委
員
会
の
意
見
に
つ
い
て 

 

八 

会
議
録
署
名
委
員 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平 

出 

道 

雄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月 

永 

良 

彦 

 

九 

会
議
の
大
要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
三
時
に
委
員
長
が
開
会
を
宣
言
す
る
。
会
期
を
一
日
と
し
、
会
議
録
署
名
委
員
を
前
項
八
の
と
お
り
指
名
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

議
案
第
二
十
七
号
に
つ
い
て
、
非
公
開
の
会
議
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
宣
言
す
る
。 

事
務
局
か
ら
五
件
の
報
告
を
し
、
平
成
二
十
三
年
第
八
回
定
例
会
の
日
程
を
調
整
し
た
後
に
議
案
第
二
十
七
号
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
原
案
の

と
お
り
決
定
し
た
。 
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十 

会
議
の
状
況 

  
 
 

（
一
） 

 

報 
 
 
 
 

告 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
報
告
事
項
に
入
り
ま
す
。 

は
じ
め
に
、（
一
）「
平
成
二
十
三
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
の
開
催
に
つ
い
て
」
事
務
局
か
ら
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
―
―
―
― 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
か
ら
報
告 

―
―
―
― 

平
成
二
十
三
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
の
開
催
に
つ
い
て
、
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 
委
員
の
皆
様
に
は
、
本
日
午
前
中
の
総
合
開
会
式
に
ご
出
席
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
い
よ
い
よ
本
市
で
の
開
催
競
技

も
始
ま
り
ま
す
。 

改
め
て
申
し
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
今
回
の
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
単
一
県
で
の
開
催
で
は
な

く
ブ
ロ
ッ
ク
開
催
と
し
て
、
青
森
県
、
秋
田
県
、
岩
手
県
の
北
東
北
三
県
を
中
心
に
開
催
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
青
森
県
で
の
開
催
は
、

昭
和
四
十
一
年
以
来
四
十
五
年
振
り
の
記
念
す
べ
き
大
会
と
な
っ
て
お
り
、
県
内
で
は
十
二
競
技
種
目
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

本
市
で
は
、
本
日
の
総
合
開
会
式
を
皮
切
り
に
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
、
新
体
操
、
登
山
、
卓
球
、
テ
ニ
ス
の
五
競
技
種
目
が
新
青
森

総
合
運
動
公
園
を
中
心
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
本
大
会
の
周
知
を
図
る
た
め
、
地
元
の
高
校
生
に
よ
る
「
高
校
生
一
人
一
役
運
動
」
と
連
動
し
ま
し
て
、
全
国
高
校
総
体
の
通

称
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
ち
な
ん
だ
百
八
十
一
日
前
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
庁
舎
前
看
板
及
び
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ

ー
ド
の
設
置
を
行
っ
た
ほ
か
、
高
校
生
バ
ン
ド
「utopia

（
ユ
ー
ト
ピ
ア
）」
が
製
作
し
た
大
会
応
援
ソ
ン
グ
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
展
開
、
さ

ら
に
は
、
東
北
新
幹
線
全
線
運
転
再
開
お
も
て
な
し
イ
ベ
ン
ト
、
Ａ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
春
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
Ａ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

な
ど
で
も
高
校
生
の
皆
様
に
活
躍
し
て
い
た
だ
き
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。 

本
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
大
会
期
間
、
高
校
生
の
良
き
思
い
出
と
な
る
よ
う
な
大
会
運
営
に
万
全
を
期
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

委
員
の
皆
様
に
は
、
是
非
、
会
場
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
選
手
に
声
援
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 
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委 
員 

長 
 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
事
務
局
の
説
明
に
つ
い
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

無
い
よ
う
で
あ
れ
ば
次
に
移
り
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 
 

次
に
、（
二
）「
市
内
中
学
生
が
逮
捕
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
」
事
務
局
か
ら
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

指
導
課
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

 
 
 
 

市
内
中
学
生
が
逮
捕
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
、
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 

委
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
既
に
新
聞
報
道
等
で
、
ご
承
知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
先
般
、
市
内
の
男
子
中
学
生
一
名
が
児 

 
 

童
福
祉
法
違
反
の
容
疑
に
よ
り
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
そ
の
概
要
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

逮
捕
さ
れ
た
男
子
中
学
生
十
五
歳
は
、
去
る
平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
日
、
無
店
舗
型
性
風
俗
特
殊
営
業
店
、
い
わ
ゆ
る
デ
リ
バ
リ
ー 

ヘ
ル
ス
従
業
員
に
対
し
て
、
県
内
居
住
の
女
子
中
学
生
と
未
成
年
女
性
を
同
店
で
働
く
こ
と
を
知
り
な
が
ら
紹
介
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

青
森
警
察
署
で
は
、
六
月
十
四
日
午
後
八
時
二
十
分
、
こ
の
男
子
中
学
生
を
児
童
福
祉
法
違
反
の
容
疑
で
通
常
逮
捕
い
た
し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
報
告
が
本
日
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
六
月
十
四
日
の
逮
捕
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
事
件
の
全
容
解
明
に
向
け
た
警 

察
の
捜
査
が
継
続
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
捜
査
上
支
障
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
警
察
が
公
表
を
差
し
控
え
て
い
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

そ
の
後
、
事
件
の
全
容
が
明
ら
か
と
な
り
、
七
月
七
日
の
報
道
発
表
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

中
学
生
が
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
は
、
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、
教
育
委
員
会
で
は
、
七
月
八
日
付
け
で
、
市
内
全
小
・
中
学
校
長
に
対
し
、
夏 

休
み
を
控
え
て
、
児
童
生
徒
の
行
動
の
変
化
に
注
意
を
払
い
、
同
様
の
事
件
が
生
じ
な
い
よ
う
生
徒
指
導
の
一
層
の
充
実
に
努
め
る
よ
う 

緊
急
の
通
達
を
出
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、
学
校
、
警
察
を
は
じ
め
、
そ
の
他
関
係
機
関
等
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
、
児
童
生
徒
に
よ
る
非
行
事
案
の 

防
止
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
事
務
局
の
説
明
に
つ
い
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

西
村
委
員 
 
 
 
 
 

警
察
が
捜
査
の
関
係
で
公
表
は
控
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
間
に
教
育
委
員
会
へ
の
連
絡
は
無
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

連
携
強
化
と
い
う
お
話
を
し
て
い
た
の
で
お
伺
い
し
ま
す
。 
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指
導
課
長 

 
 
 
 

電
話
等
で
の
連
絡
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
間
、
子
ど
も
は
あ
る
関
係
機
関
に
保
護
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

 

委 

員 

会 
 
 
 
 

そ
の
他
、
ご
質
問
、
ご
意
見
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

委
員
長 

 
 
 
 
 

無
い
よ
う
で
す
の
で
、
次
に
（
三
）「
市
内
小
学
校
に
お
け
る
盗
難
事
件
に
つ
い
て
」
事
務
局
か
ら
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
―
―
―
― 

学
務
課
長
か
ら
報
告 

―
―
―
― 

 
 
 
 

市
内
小
学
校
に
お
け
る
盗
難
事
件
に
つ
い
て
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 

去
る
七
月
四
日
十
六
時
こ
ろ
、
青
森
市
立
甲
田
小
学
校
に
お
い
て
、
野
球
部
員
が
練
習
を
始
め
よ
う
と
、
敷
地
内
に
設
置
し
て
あ
り
ま 

 
 
 

す
物
置
小
屋
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
鍵
が
壊
さ
れ
て
中
が
荒
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
、
同
校
職
員
に
報
告
を
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 

同
学
職
員
が
物
置
小
屋
に
保
管
さ
れ
て
い
た
物
品
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
軟
式
野
球
用
ボ
ー
ル
約
三
十
個
」、「
軟
式
野
球
用
グ
ロ
ー 

 
 
 

ブ
二
個
」
が
盗
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
軟
式
野
球
用
グ
ロ
ー
ブ
一
個
は
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
近
く
で 

発
見
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
た
め
、
同
校
で
は
、
そ
の
日
の
夕
方
に
、
青
森
警
察
署
に
被
害
届
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。 

 

同
校
に
お
い
て
は
、
そ
の
前
の
週
の
七
月
一
日
金
曜
日
、
最
後
の
職
員
が
学
校
を
去
っ
た
二
十
時
頃
に
は
異
常
が
な
か
っ
た
こ
と
を
確 

認
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
事
件
が
判
明
す
る
前
日
、
七
月
三
日
の
日
曜
日
十
三
時
頃
に
は
、
子
ど
も
ね
ぶ
た
運
行
準
備
の
た
め
同
校
に 

来
た
保
護
者
の
う
ち
の
一
人
が
、
鍵
が
壊
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
い
た
こ
と
が
、
後
に
分
か
り
ま
し
の
で
、
七
月
一
日
の
金
曜
日
の
夜
か 

ら
、
七
月
三
日
の
日
曜
日
午
前
に
か
け
て
盗
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
屋
外
の
物
置
小
屋
な
ど
に
お
け
る
物
品
の
管
理
に
つ
き
ま
し
て
、
同
様
の
被
害
防
止
の
た
め
、
警 

察
や
警
備
会
社
に
よ
る
巡
回
強
化
か
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
に
努
め
る
よ
う
働
き
か
け
て
参
り
ま
す
。 

 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
事
務
局
の
説
明
に
つ
い
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

無
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
次
に
移
り
ま
す
。 
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委 
員 
長 

 
 
 
 
 

次
に
、（
四
）「
市
民
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
業
務
に
お
け
る
不
適
切
な
支
出
に
つ
い
て
」
事
務
局
か
ら
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
館
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

油
川
市
民
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
業
務
に
お
け
る
不
適
切
な
支
出
に
関
し
て
、
最
終
の
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
ご
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
調
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
四
月
二
十
日
に
市
民
か
ら
、
油
川
市
民
セ
ン
タ
ー
の
時
間
外
勤
務
手
当
に
つ
い
て
不
適
切
な
支
出
が

行
わ
れ
て
い
る
と
の
指
摘
が
教
育
委
員
会
に
対
し
て
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
緊
急
に
行
っ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調
査
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
を
統
括
し
て
お
り
ま
す
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
職
員
が
油
川
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

時
間
外
勤
務
手
当
や
講
師
謝
礼
等
に
つ
い
て
関
係
書
類
の
検
査
の
他
、
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
調
査
の
中
間
報
告
と
い
う
形
で
、
平
成
二
十
三
年
第
六
回
青
森
市
教
育
委
員
会
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
ま
ず
は
館
長
及
び
事
務

業
務
員
の
分
と
い
た
し
ま
し
て
、
時
間
外
手
当
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
一
年
度
分
三
件
（
三
名
）
一
万
五
千
百
九
十
五
円
、
平
成

二
十
二
年
度
分
八
件
（
四
名
）
五
万
六
千
七
百
二
十
八
円
、
勤
務
地
内
旅
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
一
年
度
分
二
件
（
二
名
）
六

千
六
百
円
、
の
支
給
に
際
し
不
適
切
な
支
出
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ご
報
告
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
後
も
引
き
続
き
、
聞
き
取
り
調
査
等
を
実
施
し
た
結
果
、
事
務
業
務
員
の
ほ
か
、
図
書
及
び
夜
間
業
務
に
お
い
て
も
時
間
外
勤
務

手
当
の
不
適
切
な
支
出
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
れ
ら
を
含
め
た
最
終
的
な
調
査
結
果
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
配
布
資
料
の
と
お
り
、
時
間
外
勤
務
手
当
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成 

二
十
一
年
度
分
九
件
（
九
名
）
四
万
五
千
五
百
八
十
五
円
、
平
成
二
十
二
年
度
分
七
件
（
四
名
）
五
万
千
六
百
六
十
三
円
、
勤
務
地
内
旅

費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
一
年
度
分
二
件
（
二
名
）
六
千
六
百
円
の
支
給
に
際
し
、
不
適
切
な
支
出
が
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。 

 

な
お
こ
れ
ら
の
調
査
の
過
程
に
お
い
て
、
中
間
報
告
の
内
容
の
一
部
に
年
度
の
取
り
違
え
が
判
明
い
た
し
ま
し
た
こ
と
か
ら
修
正
の
う

え
、
最
終
的
な
調
査
報
告
結
果
と
し
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
不
適
切
な
支
出
が
行
わ
れ
て
い
た
原
因
と
い
た
し
ま
し
て
、
時
間
外
勤
務
手
当
に
つ
き
ま
し
て
は
、
部
下
業
務
員
が
時
々
、

勤
務
時
間
外
も
残
っ
て
い
る
の
に
、
時
間
外
勤
務
手
当
を
支
給
し
て
い
な
い
こ
と
を
申
し
訳
な
く
思
っ
た
油
川
市
民
セ
ン
タ
ー
館
長
が
、

年
度
末
に
人
件
費
の
残
を
見
な
が
ら
、
油
川
市
民
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
協
議
会
会
長
と
も
協
議
・
了
承
を
得
て
、
庶
務
担
当
事
務
業
務
員

に
命
じ
、
部
下
業
務
員
毎
に
勤
務
実
態
の
な
い
業
務
名
と
勤
務
時
間
を
時
間
外
勤
務
命
令
簿
に
記
載
さ
せ
、
時
間
外
勤
務
手
当
を
支
給
し
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て
い
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
勤
務
地
内
旅
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
勤
務
地
内
旅
費
の
規
程
が
無
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
当
時
の
館
長
が
部
下
の
庶
務
担
当
業
務
員

に
命
じ
て
勤
務
地
内
旅
費
を
支
出
さ
せ
て
い
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
不
適
切
な
支
出
に
つ
い
て
は
、
油
川
市
民
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
協
議
会
に
対
し
、
返
還
を

求
め
て
参
る
こ
と
と
し
て
い
る
他
、
協
議
会
に
対
し
て 

・
時
間
外
勤
務
実
施
に
つ
い
て
の
業
務
員
の
申
し
出
及
び
管
理
責
任
者
に
よ
る
確
認
・
命
令
の
徹
底 

・
時
間
外
勤
務
命
令
を
受
け
た
本
人
に
よ
る
命
令
簿
へ
の
記
載
及
び
具
体
的
な
命
令
事
項
の
記
載
の
徹
底 

な
ど
に
つ
い
て
指
導
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 
さ
ら
に
、
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
年
二
回
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
ほ
か
、
月1

回
程
度
、
業
務
遂
行
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
服
務
規
律
や
事
務
執
行
に
関
す
る
研
修
を
実
施
し
な
が
ら
、
指
定
管
理
者
に
よ
る
適
正
か
つ
円
滑
な
運
営
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
事
務
局
の
説
明
に
つ
い
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

無
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
次
に
移
り
ま
す
。 

 

西
村
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 

管
理
運
営
委
員
会
に
返
還
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
処
理
の
方
法
は
、
運
営
費
か
ら
支
払
わ
れ
る
も
の
な
の
か
、

あ
る
い
は
個
人
に
返
還
を
求
め
る
も
の
な
の
か
、
ど
う
な
る
の
か
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。 

 

中
央
市
民 

 
 
 
 
 
 
 
 

指
定
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
管
理
運
営
協
議
会
と
教
育
委
員
会
で
契
約
を
結
ん
で
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
く
ま
で
も
管
理 

セ
ン
タ
ー
館
長 
 
 
 

運
営
協
議
会
へ
返
還
を
求
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

西
村
委
員 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
う
な
る
と
、
運
営
費
か
ら
補
填
す
る
形
に
な
る
の
で
す
か
。 

 

中
央
市
民 
 
 
 
 
 
 
 
 

補
填
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

 
 

セ
ン
タ
ー
館
長 
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西
村
委
員 

 
 
 
 
 
 
 

と
て
も
残
念
な
事
で
す
の
で
、
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
前
回
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
後
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
無
い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

教
育
部
長 

 
 
 
 
 
 
 

分
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
私
か
ら
も
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指
定
管
理
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
年
度
末
に
運
営
費
を
精
算
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
残
額
に
つ
き
ま
し
て
は
市
に
返
還
す
る
こ
と
と
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
協
議
会
で
は
余
裕
の
あ
る
お
金
と
い
う
の
は
無
い
状
態
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
協
議
会
へ
返
還
を
求
め
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
だ
し
、
協
議
会
で
ど
の
よ
う
な
処
理
を
す
る
の
か
は
把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
協
議
会
の
方
で
不
適
切
な
部
分
を
市
に
返
還
し
て
い

た
だ
く
形
に
な
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他
、
ご
質
問
、
ご
意
見
等
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
け
れ
ば
次
へ
移
り
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 
 
 
 

次
に
（
五
）「
自
然
体
験
交
流
施
設
（
旧
県
青
年
の
家
）
に
係
る
あ
お
も
り
市
民
１
０
０
人
委
員
会
の
意
見
に
つ
い
て
」
報
告
い
た
し
ま

す
。 

―
―
―
― 

教
育
部
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自
然
体
験
交
流
施
設
（
旧
県
青
年
の
家
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
第
六
回
本
定
例
会
に
お
い
て
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
様
か
ら
御

意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
七
月
一
日
開
催
の
平
成
二
十
三
年
度
第
三
回
あ
お
も
り
市
民
１
０
０
人
委
員
会
に
案
件
と
し
て
提
案
す
る
こ
と

と
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
し
た
が
、
１
０
０
人
委
員
会
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
１
０
０
人
委
員
会
の

概
要
と
出
さ
れ
た
ご
意
見
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
資
料
を
ご
覧
下
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
０
０
人
委
員
会
に
は
、
座
長
も
含
め
五
十
五
名
の
委
員
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
議
に
先
立
ち
、
委
員
の
皆
様
に
は
、
自
然
体
験
交
流
施
設
（
旧
県
青
年
の
家
）
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
、「
自
然
体
験
交
流

施
設
（
旧
県
青
年
の
家
）
開
設
に
向
け
た
方
針
（
素
案
）」
な
ど
の
資
料
を
事
前
に
配
布
し
た
う
え
で
、「
取
得
の
是
非
に
つ
い
て
」
を
中

心
に
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
日
の
発
言
者
は
十
六
名
で
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
０
０
人
委
員
会
で
は
、
欠
席
し
た
委
員
を
は
じ
め
、
当
日
発
言
の
機
会
が
な
か
っ
た
方
や
、
発
言
の
際
、
言
い
足
り
な
か
っ
た
方
か
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ら
、
文
書
等
に
よ
り
意
見
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
当
日
発
言
の
あ
っ
た
方
七
名
を
含
む
三
十
四
名
の
方
か
ら
意
見
書

の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
か
ら
、旧
県
青
年
の
家
の
案
件
に
ご
意
見
を
出
さ
れ
た
実
人
数
と
し
て
は
、四
十
三
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教
育
委
員
会
事
務
局
に
お
き
ま
し
て
は
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
主
旨
を
十
分
に
吟
味
し
、
旧
県
青
年
の
家
の
取
得
に
「
賛
成
」、「
反

対
」、「
不
明
」
に
分
類
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
主
な
項
目
で
あ
り
ま
す
「
体
験
活
動
の
必
要
性
」、「
市
内

に
あ
る
こ
と
の
利
便
性
」、「
近
隣
施
設
と
の
連
携
の
面
で
の
優
位
性
」、「
建
物
の
耐
久
性
」、「
財
政
面
」、「
他
の
施
策
と
の
優
先
順
位
」

の
六
項
目
に
つ
い
て
集
計
を
行
い
、
表
に
ま
と
め
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表
の
左
側
に
記
載
し
て
お
り
ま
す
が
、
旧
県
青
年
の
家
の
取
得
に
「
賛
成
」
の
方
が
十
七
名
、「
反
対
」
の
方
が
十
四
名
、
賛
成
か
反

対
か
は
っ
き
り
し
な
い
「
不
明
」
の
方
が
十
二
名
で
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
合
計
人
数
を
表
の
一
番
下
に
記
載
し
て
お
り
ま
す
が 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①
体
験
活
動
の
必
要
性
を
理
解
す
る
方
は
二
十
七
名
で
あ
り
、
理
解
で
き
な
い
と
の
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②
市
内
に
あ
る
こ
と
の
利
便
性
を
理
解
す
る
方
は
十
四
名
あ
り
、
現
在
の
ま
ま
で
十
分
と
の
意
見
は
、
四
名
で
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③
近
隣
施
設
と
の
連
携
の
面
で
優
位
性
を
理
解
す
る
方
は
五
名
あ
り
、
優
位
と
は
思
え
な
い
と
の
意
見
の
方
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④
建
物
の
耐
久
性
は
十
分
で
あ
る
と
の
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
老
朽
化
が
問
題
で
あ
る
と
の
意
見
の
方
は
七
名
で
あ
り
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤
財
政
面
に
お
い
て
、
も
っ
と
お
金
を
か
け
る
べ
き
と
の
意
見
の
方
は
三
名
、
不
安
、
懸
念
が
あ
る
と
の
意
見
の
方
は
十
六
名
、
お
金

を
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
意
見
の
方
は
十
一
名
で
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥
他
の
施
策
と
の
優
先
順
位
に
つ
き
ま
し
て
は
、
考
慮
す
る
必
要
は
無
い
と
の
意
見
の
方
は1

名
、
考
慮
す
べ
き
と
の
意
見
の
方
は
二

名
、
他
を
優
先
す
べ
き
と
の
意
見
の
方
は
五
名
で
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
れ
ら
の
御
意
見
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
取
得
に
賛
成
の
方
の
中
に
は
、
体
験
活
動
の
必
要
性
を
「
理
解
す
る
」
方
が
十
三
名
、
市
内

に
あ
る
こ
と
の
利
便
性
を
「
理
解
す
る
」
方
が
八
名
と
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
た
反
面
、
財
政
面
に
「
不
安
、
懸
念
が
あ
る
」
方
は
六
名
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
た
、
取
得
に
反
対
の
方
の
中
に
は
、
財
政
面
に
お
い
て
「
お
金
を
か
け
る
べ
き
で
な
い
」
と
の
方
が
十
一
名
、「
他
の
施
策
を
優
先

す
べ
き
」
と
の
方
が
五
名
と
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
反
面
、
体
験
活
動
の
必
要
性
を
「
理
解
す
る
」
方
が
五
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
た
、
不
明
の
方
の
中
に
は
、
体
験
活
動
の
必
要
性
を
「
理
解
す
る
」
方
が
九
名
、
市
内
に
あ
る
こ
と
の
利
便
性
を
「
理
解
す
る
」
方

が
五
名
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
反
面
、
財
政
面
に
「
不
安
、
懸
念
が
あ
る
」
方
が
九
名
と
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
ま
と
め
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
①
旧
県
青
年
の
家
の
取
得
に
賛
成
の
方
が
、
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
反
対
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の
方
を
上
回
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
②
取
得
に
賛
成
、
又
は
不
明
の
方
の
中
で
も
財
政
面
に
不
安
や
懸
念
が
あ
る
方
が
多
い
こ
と
。
ま
た
、

③
取
得
に
反
対
、
又
は
不
明
の
方
の
中
で
も
、
体
験
活
動
の
必
要
性
を
理
解
す
る
方
が
多
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
上
が
、
１
０
０
人
委
員
会
の
意
見
結
果
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
れ
ら
の
意
見
結
果
を
、
市
議
会
文
教
経
済
常
任
委
員
協
議
会
へ
ご
報
告
す
る
と
と
も
に
、
各
会
派
に
出
向
き
ま
し
て
、
ご
説
明
の
う

え
各
会
派
の
ご
意
見
も
伺
い
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
も
、
併
せ
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
派
説
明
者
に
あ
た
っ
て
は
、
各
会
派
に
１
０
０
人
委
員
会
で
の
意
見
結
果
を
報
告
し
た
上
で
の
各
会
派
の
御
意
見
を
伺
い
た
い
と
申

し
出
た
と
こ
ろ
、
公
明
党
、
市
政
会
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
、
市
民
ク
ラ
ブ
の
三
会
派
か
ら
、
説
明
要
望
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
文
教
経

済
常
人
委
員
協
議
会
へ
の
報
告
後
、
七
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
二
日
に
か
け
ま
し
て
、
御
意
見
を
伺
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
主
な
御
意
見
と
し
て
は
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
三
月
十
一
日
の
震
災
以
降
は
、
財
政
面
で
の
状
況
が
変
わ
り
優
先
度
は
下
が
っ
た
は
ず
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
あ
の
古
い
建
物
を
購
入
す
る
の
は
理
解
で
き
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
自
然
体
験
は
い
い
こ
と
だ
が
、
財
源
を
考
え
れ
ば
施
設
の
取
得
は
ど
う
か
と
思
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
年
間
経
費
六
千
万
円
を
均
等
に
各
小
学
校
へ
振
り
分
け
す
れ
ば
い
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
必
要
性
は
わ
か
る
が
、
今
の
財
政
状
況
で
は
取
得
す
べ
き
で
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
施
設
の
必
要
性
を
否
定
す
る
人
は
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
先
に
や
る
こ
と
が
あ
る
と
思
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
改
修
が
必
要
な
学
校
全
て
慣
習
を
終
え
て
か
ら
で
な
け
れ
ば
、
取
得
す
べ
き
で
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
ど
と
い
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教
育
委
員
会
事
務
局
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
改
め
て
教
育
委
員
会
と
し
て
、
旧
県
青
年
の
家
の
取
得
の

是
非
に
つ
い
て
、
本
日
ご
協
議
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
た
だ
今
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
自
然
体
験
交
流
施

設
の
必
要
性
を
理
解
す
る
ご
意
見
は
多
い
も
の
の
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
施
策
の
優
先
度
や
緊
急
性
の
点
で
、
旧
県
青
年
の
家
の
取

得
を
反
対
し
て
い
る
御
意
見
が
多
数
あ
り
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
教
育
委
員
の
皆
様
に
取
得
の
是
非
を
判
断
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
市

全
体
の
財
政
見
通
し
や
施
策
の
優
先
度
お
示
し
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

現
在
、
市
で
は
来
年
度
の
予
算
編
成
に
向
け
、
今
後
の
市
全
体
の
財
政
見
通
し
や
施
策
の
優
先
度
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
を
行
っ
て
お

り
ま
す
こ
と
か
ら
、
そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
次
第
、
本
定
例
会
に
ご
報
告
申
し
あ
げ
ま
す
の
で
、
そ
の
時
点
で
旧
県
青
年
の
家
の
取
得
の

是
非
に
つ
い
て
、
改
め
て
判
断
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 
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委 
員 
長 

 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
事
務
局
の
説
明
に
つ
い
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
出
委
員 

 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
事
務
局
の
意
見
は
大
変
適
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
方
向
で
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 
 

先
月
の
定
例
会
で
、
旧
県
青
年
の
家
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
と
し
て
は
非
常
に
有
意
義
な
教
育
施
設
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と 
取
得
を
決
議
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
後
の
改
修
費
並
び
に
取
得
費
の
数
字
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
三
月
十
一

日
の
大
震
災
の
後
に
色
々
は
政
治
課
題
が
で
て
き
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、施
設
の
取
得
に
つ
い
て
一
通
り
の
吟
味
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
本
日
の
説
明
を
聞
き
ま
し
て
市
全
体
の
財
政
的
な
面
か
ら
見
た
観
点
も
い
れ
て
検
討
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
是
非
そ
れ 

ら
も
含
め
て
取
得
に
つ
い
て
の
十
分
な
吟
味
、
検
討
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

土
田
委
員 

 
 
 
 
 

今
回
の
１
０
０
人
委
員
会
の
意
見
を
拝
見
い
た
し
ま
し
て
、
子
ど
も
の
環
境
と
い
う
の
は
将
来
に
向
け
て
行
う
も
の
な
の
で
、
今
回
の
地
震
が 

あ
っ
た
こ
と
か
ら
緊
急
性
が
無
い
と
の
意
見
が
多
く
み
う
け
ら
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
緊
急
性
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
後
回
し
に
さ
れ
る
の
は
、
残 

念
だ
な
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
今
回
意
見
を
集
約
し
た
こ
と
に
よ
り
、
体
験
活
動
の
必
要
性
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
明
確
に 

三
割
位
の
方
が
期
待
す
る
と
い
う
判
断
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
良
い
こ
と
な
の
で
、
施
設
の
取
得
が
で
き
な
か
っ
た
と
し 

て
も
、
体
験
活
動
の
必
要
性
は
こ
れ
ほ
ど
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
別
の
方
法
で
も
教
育
委
員
会
と
し
て
力
を
入
れ
て
も
良
い
の
で
は
な 

い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 
 

そ
の
他
、
御
意
見
、
御
質
問
等
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

委 

員 

長 
 
 
 
 
 

特
に
な
け
れ
ば
、
次
回
の
定
例
会
に
つ
い
て
、
協
議
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

総
務
課
長 
 
 
 
 
 

次
回
の
定
例
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
八
月
十
一
日
（
木
）、
午
後
三
時
か
ら
、
場
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
四
階
第
二
研
修
室

で
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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委 
員 

長 
 
 
 
 

委
員
の
皆
様
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

―
―
―
― 

各
委
員
了
承 

―
―
―
― 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

御
異
議
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
次
回
は
、
八
月
十
一
日
（
木
）
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
―
―
― 

各
委
員
了
承 

―
―
―
― 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

先
ほ
ど
議
案
第
二
十
七
号
に
つ
き
ま
し
て
は
、
非
公
開
の
会
議
に
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
青
森
市
教
育
委
員
会
会
議
規
則
第
十
五
条

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
委
員
及
び
事
務
局
職
員
の
う
ち
、
教
育
部
長
、
理
事
、
教
育
次
長
、
浪
岡
教
育
事
務
所
所
長
、
学
習
環
境
調
整
監
、
参

事
、
総
務
課
長
、
指
導
課
長
、
総
務
課
職
員
を
除
き
、
そ
の
他
の
各
課
長
、
傍
聴
人
、
記
者
の
皆
様
は
退
室
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
八
日
開
催
の
平
成
二
十
三
年
第
七
回
青
森
市
教
育
委
員
会
定
例
会
の
会
議
録
を
作
成
し
た
。 

  
 
 

平
成
二
十
三
年
八
月
十
一
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書 
 

記 
 
 

船 

橋 

玲 

香 

 

右
の
と
お
り
相
違
な
い
こ
と
を
認
め
署
名
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

  
 
 

平
成
二
十
三
年
八
月
十
一
日 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

署
名
委
員 

 
 

平 

出 

道 

雄 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

署
名
委
員 

 
 

月 

永 

良 

彦 

 


